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論文内容の要旨

【目的】

成人の慢性関節リウマチの発症および関節病変と，ヒト主要組織適合抗原である HLA との相関については幾つか

の報告がみられる。しかし若年性関節リウマチ (JRA) については各サブタイプと HLA class 1 抗原 (A ， B, C) と

の報告は多いが， class 2 抗原 (DR) に関する報告は少なく，また関節病変との相関に言及しているものはみられな

い。今回 JRA の関節病変および関節炎の進展，遷延化と HLA-DR のある特定のタイプとの聞に相関が認められたの

で報告する。

【対象ならびに方法】

96名の JRA 患者(擢病期間 4 年以上，平均15.9年)の発症型，調査時病型，頚椎 (78名)および股関節 (95名)の

レントゲン変化について調査した。

HLA タイピングは通常の血清学的方法にて行い， class 1, class 2，の各タイプと関節炎の進展，頚椎病変，股関節

病変との相関について統計処理を行った。

【結果】

HLA の class 1 抗原 (A ， B, C) は JRA の発症型，調査時病型，頚椎病変，股関節病変のいず、れについても相関関

係を認めなかった。

class 2 抗原の DR については ある特定のタイプと JRA の関節病変との聞に有意の相関が認められた。すなわち，

関節炎全体の進展との関連では DR4 (+)患者では82.6%が発症型にかかわらず多関節炎に進展するが， DR4 (-) 

患者では57.1%にすぎず一方 DR2 (+)患者では60%が寛解するのに対し DR4 (十)患者では寛解者はみられ

ない。

頚椎病変としては，成人 RA と共通の病変である環軸椎亜脱臼 (AAS) を有する患者では DR4 が83% に陽性であ

るが， JRA に特異的な後方関節強直 (AAPJ) を呈する患者では29%，頚椎病変を認めない患者では10%に陽性であ

るにすぎない。一方， DRw8 は 3 群でそれぞれ25% ， 57% ， 30%の頻度であった。すなわち AAS とは DR4 が， AAPJ 

とは DRw8 とが密接な相関関係を示した。

股関節病変としては成人 RA と共通の病変である中心性脱臼 (RALC) を有する患者では DR4 が67% に陽性で

あるが， JRA に特異的な臼蓋形成不全様変化 (DALC) を呈する患者では50%，股関節病変を認めない患者では45%
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で陽性であった。一方， DRw8 は 3 群でそれぞれ33% ， 67% , 18%の頻度であった。すなわち RALC とは DR4 が，

DALC とは DRw8 とが密接な相関関係を示した。

以上のことから， DRw8 は JRA の特異的な関節病変に， DR4 は RA との共通する関節病変および多関節炎への進

展，遷延化に， DR2 は関節炎の鎮静化に関与していると考えられる O

【総括】

JRA における関節病変と HLA の関連について調査したo class 1 抗原については，従来いわれてた B27 ばかりで

なく，いずれの抗原においても関連が認められなかった。 class 2 抗原については， DR4 は関節炎全体としての増悪，

進展と有意に相関し， DR2 は寛解と相関していた。また頚椎および股関節病変に関しては， DR4 は JRA において認

められる成人 RA と同様の関節病変と関連し， DRw8 は JRA 独特の関節病変と関連が認められ， JRA においては複

数の遺伝的素因が関節病変に関与していることが示唆された。

論文審査の結果の要旨

若年性関節リウマチにおける頚椎および股関節の関節病変を，成人の慢性関節リウマチと共通して認められるもの

と，若年性関節リウマチに特異的に認められるものとに分類し，前者が HLA-DR4 と相関し，後者が HLA-DRw8 と

相関することを示した初めての報告であるO さらに HLA-DR4 は多発関節炎への進展，選延化に， HLA-DR2 は関節

炎の寛解にそれぞれ相関することを示した。 HLA-DR との相関関係を通して，若年性関節リウマチの関節炎全体と

しての転帰のみならず，個々の関節病変の発現にも内因が関与していることを示唆した初めての報告であり，学位に

値するものと戸忍める O
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